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肺結核と梶井基次郎の文学
戴
松林
はじめに
梶井基次郎における結核菌の最初の感染は大正二年肺結核でなくな
った祖母スヱから受けたものと見なされている。その後いくつか肺結
（１）
核の兆候が認められたものの、大正八年九月高校入学時の身体検査に「病気なし」と診断されてい から、たいした問題になるには至らなかったと言えるだろう。ところが、
高校入学早々中学校の頃兆してい
た文学への興味はにわかに現 、高校入学の時目指していたエンジニアの理想から遠ざか に従って、乱脈の生活が続き肺結核の症状も目立ってくる。大正九年四月「肺病になりたい 肺病にならんとええ文学は出けへん」と怒鳴った翌月から、発熱 肋膜炎 咳、 尖カタル
（２）
などの症状が次々と現れた。その後昭和七年三月なくなるまで、病状の一進一退はあっ が、ついぞ一度も 病気なし」と診断されたことはなかった。この事実も彼の文学創作と肺結核との深い関係を象徴的に示唆する。
梶井基次郎の文学生涯は作家の内的進展の面から見て大まかに四つ
の節目があると考えられる。まずはエンジニアを目指して三高理科甲類を受験して入学してから文学の方へ志向を変えたことである 次は処女作「檸檬」
(『青空』創刊号
大正十四年一月
)を創作することで
ある。第三 は「冬の日」
(『青空』第三巻第二号
昭和二年二
月、第三巻第四号
昭和二年三月
)を創作する昭和二年前後である。
最後は昭和四年前後である。梶井基次郎における肺結核の発症と症状の進行する過程を彼の文学生涯におけるこれらの節目に対照して検証してみると、両者は時期的に一致していて、間 はあ 種の因果関係が存在することが分かるのである。即ち、悩みによって生活が乱れ、肺結核を発症させたり、症状を進行させたりしたのであるが、各時期にその具体的内容が違ってい 悩みは、どれ一つ文学 関 いないものはなかったのである
初めての節目における悩みは「自我の意識を根底とする」もので、
（３）
「自我の正しい解釈 系を有していな こと」に由来している。この
（４）
悩みは文学と 接近によって引き起こされたのであり、文学を通してその解決を求めたのである。次の節目の悩みは文学による自己表現の試みを通して、一連 習作が創作された 満足の行く表現が得ら ないための焦燥である。最初の節目によって肺結核が発 し、それに続
「
」
。 「
」 いて処女作
檸檬
が完成されるまで熱や血痰が続いていた
檸檬
が完成された後の大正十四年は安定した一年であった。こ は、こ年には六篇もの小説を創作していることと、大正九年発症以降このだけ症状がある記録を残していないことからも証明 。が 大正
、
、
。 十五年に入ると
酒を飲み生活が乱れ病状が現れて
悪化して行った
後述するよう 、これは梶井 精神的行き詰まりに関っているのである
これはこの年に創作した作品の数は急に半減したことと
雑誌
新 。
、
『
- 13 -
潮』の新人号の依頼小説を書けなかったこと、この年書いた三つの小
（５）
。
、 説の傾向がまちまちであることなどから間接的に立証される
それに
何よりも明らかなのは翌昭和二年には、一篇しか発表しなかった小説が未完のままで終わったことである。そして、創作の悩みからもたらされた生活 乱れと病状の悪化の結果は伊豆湯ヶ島温泉の療養である。
昭和三年に入ると、創作がまた活発になる。この年も殆んどが短編
でありながら六篇もの小説を発表している。これも「冬の日」の後創作方法について探索した結果の現れと言えるかも知れない。作品の傾向も比較的に近い。これら 精神面の安定は肉体的にもいい方向を齎
。
「
」 していると見える
昭和三年九月大阪に帰ってから
病気は小康を得
ていたし、昭和四年三月に「体は次第に回復した」傾向が見えた どからも窺える。ところが「冬の日」の後に得た創作は一年で早く 危
（６）
機に面し、昭和四年にまた沈黙 戻った。この沈黙 時期は勿論創作再開の探索の時期である。昭和 年大阪に帰ってから常に生活の問題
、
『
』
。 に直面していたし
昭和四年一月から
資本論
を読みはじめている
昭和四年以降の作品における他者との関係を求める傾向も合わせて考えると、この時期に彼は創作における自分と他者との関係を考え始めていたと考えられる。新 い創作の探求に従って、症状が進行し始める。特に昭和五年三つ 作品を書き上げ つれて、急速的に悪化していく様子が見られる。昭和六年に入ってから、回復する隙もなく必死に労作「のんきな患者」に取組んで たが、この創作の苦労が命取りになったのである。
梶井における肺結核の発症と進展は文学と深い関りを持っていたこ
とを見てきたが、その反面肺結核の症状 進展はま 梶井文学 深い
影響を与えていた。文学への道に進もうとする時に「肺病にならんとええ文学は出けへん」と怒鳴ったことからも分るように、梶井に於い
「
」
。
「
」 ても
肺病のロマン化
が見られるのである
このような
ロマン化
（７）
の意識が、彼の「肺病」の発症とその進行を促したことが十分考えられるだろう。が、実際「肺病」に罹ってみると、それがどれほど「ええ文学」の創作に繋がるかは極めておぼつかないことである。次は梶井の文学生涯を四つの時期に分 、それぞれ 時期の創作におけ肺結核関連の描写の分析を通して、 結核が彼の文学に与えた影響を論じてみる。
一
大正十一年暮から十四年初めまで
梶井基次郎の創作を調べてみると
「檸檬」を含めて大正十四年初 、
め頃までの創作に、積極的に肺結核に関する描写を使っていたことが分る。この時期の肺結核に関す 描写は主人公の内面に直接的に関るものは殆んど見当たらない。その創作に初めに登場する肺結核のイメージは往々倫理的側面と繋がっている。
〈民哉が重い肋膜炎に罹って両親 家へ送り返されて来たのはやはりそれから間もなくのことであった。そしてそれが民哉の進級試験の妨げになって民哉は落第してしまった
〈然し肋膜炎から 。 〉
肺尖を冒された民哉の とほしさが彼女を切なくさせた。／転地をさすにしても薬餌を求めるにしても民哉のためにか む出費また彼女の胸をしめつけた
〈然しあんたが大酒のむために、こ 。 〉
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のわたしに弱い子供ばかり生まして、それでことがすむと思ふてなさるか。出来てくる児出来てくる児、みな郁之助や民哉の様に大きうなってから肺病になるのでは、わたしに何で生きて来た甲斐があるのぢや
〉 。
(「帰宅前後」大正十一年暮から十二年一月か
)
（８）
ここでは
「肋膜炎」は民哉の不首尾の結果であり、母を切なくさ 、
せたり
「かさむ出費」で母の「胸をしめつけ」たりする道具でもあ 、
る。即ち民哉の不首尾によって齎された「肋膜炎
｣は、彼を庇ってい
た母親の父親や兄に対する引け目を齎し、さらに彼の母親に対する負債意識を深くしたのである。そして、父親や兄に対する母親の言い訳として
「肺病」はまた父の「大酒」のために齎された「弱い子供」 、
が罹る病気にもなっているのである。
習作期における「倫理性」から「存在性」へ 創作主題の転換に伴
って、大正十三年秋頃から梶井の創作に「肺病」に関する新しい描写
（９）
が現れ始める。
〈第一にそのレモンの冷たさが気に入ってしまったのだ。その頃私は例の肺尖カタルのためにいつも身体に熱があった。――事実友達の誰彼に私の熱を見せびらかす為に手の握り合などをしたのだが私の手が誰のよりも熱かつた
〈私は…心の中は見物が帰っ 。 〉
て行った跡 劇場 様 空虚で、白々してゐた。身体は全く疲れ切っ 、胸はやくざなふいごの様に 壊れてゐることが恐れではなく真実であることを教へる様にぜいぜい喘いでゐるのだ
〉 。
（ 「 〔
〕 」
） 瀬山の話
大正十三年秋
肺尖カタルを檸檬の「冷たさ」と対比する「熱」や「疲れ」などの身体感覚に還元することによって病気に対する意味づけを放棄する。更にこれらの感覚から「空虚」などの感情へと繋がる
「空虚」はやは 。
りある種の意味づけであるが、もう現実的な倫理的 ではなくなっている。肺尖カタルの倫理的意味づけの放棄は「檸檬」にも受け継がれたが、 作品では更に別の面の萌しを見せている。
〈これはちよつといけなかつた。結果した肺尖カタルや神経衰弱がいけないのではない。また背を焼くやうな借金などがいけないのではない。いけないのはその不吉な塊だ
〉 。
ここでは、内面的な悩みの象徴として 「不吉な塊」を浮き彫りにする媒体――現実的な一ハンディキャップ――としての肺尖カタルのイメージが現れている。一見「不吉な塊」の内面性を強調するために肺尖カタルなどは外的な方 として一蹴されているよう 見えるが、実は「…がいけないのではない」という表現の中 「ちよつといけなかった
「不吉な塊」への類似性を仄めかす秘密が隠されているのであ 」
。
「
」 る
両者の間に類似性が見られるからこそ
…がいけないのではない
と強調する必要があったのである。勿論、ここで一応否定 形を取っているからには肺病の内面性を表し たとは言えないが、は なくも「不吉な塊
｣と「肺尖カタル」などとの類似性を仄めかしているか
ら、主人公の内面へと繋がる序の口に位置する「肺病」を表していると言ってもい だろう。
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二
大正十四年初め頃から昭和二年中頃まで
「城のある町にて」
(『青空』第一巻第二号
大正十四年二月
)から
「Ｋの昇天」
(『青空』第二巻第十号
大正十五年十月
)まで創作され
た八つの作品に「肺病」の描写が殆んどなかったが、次の「冬の日」においては突如「肺病」の描写で溢れかえっている。このような現象は、作家梶井 病気の進行状況から簡単に解釈すること 出来るだろう。即ちそれは大正十四年に小康を得ていた梶井は、大正十五年に入ってから飲酒が増えるなど不養生が重なって、大正十五年秋より病状が急速的に悪化し 結果、年末から伊豆湯ヶ島温泉へ療養に行 ことに関 いるのである。問題はこの悪化が作者の精神面に、更に彼の創作意識にどのような関りを持っているかである。次は「肺病」の描写に現れる「凝視」を突破口に、病気の悪化が主人公 齎した影響を見、それからこ した心身の状態に、主人公がど ような対策を講じていたかを考察して これらの対策が以降の創作とどのような関係にあるかを論じる。
この時期の病状の悪化がこれまでに類なく深刻なものであるから、
それに応じて作品における主人公の
悔恨
や
いらだたしさ
や
悲 「
」
「
」
「
しみ
などもいっそう一通りでないことも予想できる
ところが
肺 」
。
、 「
病」描写における新しい傾向――「凝視」――の現れは事態 尋常でないことを物語る。
〈…洗面のとき吐く痰は、黄緑色からにぶい血の色を出すやうになり、時にそれは驚く程鮮やかな紅に冴えた。…彼は血の痰を見て
ももうなんの刺激でもなくなつてゐた。が、冷澄な空気の底に冴え冴えとした一塊の彩りは、何故かいつもじつと凝視めずにはゐられなかつた
〉 。
「尭」が血痰の微妙な色合いを見分けている。が、彼は明らかにそれらの色合いを見ようとしたのではない。日常では自分の血痰を見る時当然伴うべき心配とかは
「なんの刺激でもなくなつてゐた」から見 、
て、問題ではな ことが分るのである。これは「生き 熱意」がなくなっていることに関っているこ が明らかである
〈尭は此頃生きる熱意をまるで感じなくなつてゐた。一日一日が彼を引摺つてゐた。そして裡に住むべきところをなくした魂は、常に外界へ逃れよう逃れようと焦慮つてゐた。――晝は部屋の窓を展いて盲人のやうにそとの風景を凝視める。夜は部屋の外の物音や鉄瓶の音に聾者のや な耳を澄ます
〉 。
血痰を「凝視」める視覚は「盲人のやうにそとの風景を凝視める」視覚や
「聾者のやうな耳を澄ます」聴覚と同じように、現実を超越す 、
。
、
「
」
、 る機能を持っている筈である
従って
血痰を
凝視
める行為には
血痰と眼の関係ではなく
「魂」とその棲家としての体、或は精神と 、
肉体の関係の問題が取り上げられたのである。次は梶井の前期作品における精神 肉体の関係の行方を辿 ことでこの問題の内的論理を整理し、それからこ ような内的論理を手掛かりに、肉体と精神 関係が「冬の日」において行き詰まっていた原因と、作者がその行き詰まりを打開する試みを、作品 分析 通して論じてみる。
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「檸檬」から「冬の日」に至る梶井の創作を見ると、主人公の感覚
を通して、その感覚の中に隠れている「なにか」を求めることは、前期作品に共通する傾向である。このような肉体感覚から「なにか」を求める動きが、肉体から精神的な生を求め 憧れの現われであ 。ころが、肉体的感覚から精神的な生
を求めることは、ある種の現実を
超越する機能を感覚に賦与しなければ らない。従って前期の作品には、殆んど肉体的感覚とその感覚を超越する精神的追及の相克を伴っているのであ 。このような相克は、主人公が自分 感覚から湧き上がる得体の知れない力に駆られながら、求めようとする「なにか」は殆んど正体不明 るという状況に由来している。従って主人公は、感覚から生じる力が往々にして向く方向を失い 立ち往 からしばしば憂鬱に陥るのである。憂鬱は前期作品に共通す 基調的な感情になるのである。一方、前期の作品では憂鬱の感情を基調としていながら、その憂鬱を破 瞬間――肉体的感覚と精神的な生が一致する至福な時――を持っているのは一般的である。主人公 肉体 から湧いて来る原始的力をばねに、憂鬱を破って正体不明の「 に 」を手に入れたのである。時間が立つに従って、求めようとする「 か」の正体がだんだん分明にな 、完全の感性に頼 創作が難しくなってきた。この「なにか」の正体は何であり、それが ぜ創作 難しくしたのだろうか。
「ある心の風景」
(『青空』第二巻第八号
大正十五年八月
)の「視
ること、それはも なにか のだ。自分の魂の一部分或は全部がそれに乗り移るのだ」から見て
「なにか」の内容が自分の「魂」である 、
ことは、もう種明かし寸前に来 いたことが分る
「冬の日」に至っ 。
て、これまで求めていたものは「生きる熱意 とか
「魂」とか
「生 、、
きて行かうとする意志」などのような表現ではっきり表されるようになったのである
「生きる熱意」や「魂」や「生きて行かうとする意 。
志」などの実質は現実から精神的な生へと繋がっていくことである。ここでは「生きて行かうとする意志」などを肉体から精神的な生への一元化とする。先 引用からも分るが、求めている「魂」などが意識されるようになって来たの 、それが手に入れ難くなってきたからで
。
、 「
」 ある
なぜ精神的な生への一元化が難しくなってきたかは
冬の日
の次の一節からその原因の一端が窺える。
〈尭は五六年前は、自分の病気が約束してゐる死の前には、ただ甘い悲しみを撒いただけで通り過ぎてゐた。そして何時かそれに気がつ て見ると、栄養や安静が彼に浸潤し 、美食に対する嗜好や安逸や怯懦は、彼から生きて行かうとする意志をだんだんに持ち去つてゐた。然し彼は幾度も心を取 直し 生活に向かつて行つた。が、彼の思索や行為 何時の間にか佯りの響きをたてはじめ、やがてその滑らかさを失つて凝固した〉
まず強調したいのは、梶井が「肺病」に罹っている ある。彼の作品は
「雪後」という友人をモデルとした所謂客観小説以外に、殆 、
んどの主人公が「肺病」患者であることを暗黙の条件としている。こういうような暗黙の条件を合わせて考えると、ここ 「五六年前」は丁度大正十年前後梶井が文学を志向し始めて以来の時間と見ていいわけである
「病気が約束してゐる死」とは、作者或は主人公達の肉体 。
的現実である。このような現実に対して
「栄養や安静」のような対 、
応策が講じられていたが、それはただ「美食に対す 嗜好や安逸や怯
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懦」に終っただけである。このような現実とその対策が一体何を意味するのだろうか。
死が約束されるほどの病気に対して、悲痛な感情で対処する筈のと
ころに、ただ「甘い悲しみを撒いただけで通り過ぎ」ると、肉体的現実と主体の持っている感情が一致しないことになる。一方
「栄養や 、
安静」などの対策が講じられていても、それは病気に対する必死な思いを伴わず、感情の方は 美食に対する嗜好や安逸や怯懦」に繋がっている。こうして、病気に対す から見ても、病気の対策としての肉体的営みに伴う精神 あり方か 見 も、肉体から精神的な生へと繋がる障害がだんだん積もって来て
「彼から生きて行かうとする 、
意志をだんだんに持ち去つ ゐた」ことが分るのである。
このような肉体と精神の状態に対して
「彼は幾度も心を取り直し 、
て生活に向かつて行つた」が、積弊が重 ぎ
「彼の思索や行為は 、
何時の間にか佯り 響きをたてはじめ、やが その滑 かさを失つ凝固した」のである。このような現 に対して 主人公が決死の行動に出ようとしているこ を、この作品に見せ始め のである。
〈…へいぜい自分の使つてゐる茶碗で頻りに茶を飲む折田をみると、そのたび彼は心が話からそれ 。その拘泥がだんだん重く尭にのしかかつて来た。／「君は肺病の茶碗を使うの 平気なのかい。咳をするたびにバイキンはたくさん飛んでゐるし――んだつたら衛生の観念が乏しいんだし、友達甲斐にこらへてゐるんだつたら子供みたいな感傷主義に過ぎないと思ふな――僕はさう思ふ
〉 」
〈…彼女が鼻をかむやうにして拭きとつてゐるのは何か、灰を落
としたストーヴのやうに、そんなとき彼女の顔には一時鮮やかな血がのぼつた。／自身の疲労とともにだんだんいぢらしさを増して行くそ 娘の像を抱きながら、銀座では尭は自分が痰を吐くのに困つた。…
〈彼はそんなとき一人の男が痰を吐いたのを見たこ 〉
とがある。不意に貧しい下駄が出て来てそれをすりつぶした。…／
「見たか」そんな気持で尭は行き過ぎる人びとを振り返つた。
が、誰もそれを見 人はなささうだつた。…〉
友達の行為は、温かい友情から出た「尭」への親切の現れであることが彼自身も分っている筈である
が
当時の彼には
感傷主義
は
生 。
、
「
」
「
」
「
」
、 きて行かうとする意志
を萎びさせる
甘い悲しみ
にしか見えなく
友達の思いやりは「甘い悲しみ」に繋がる「栄養や安静」に相当するように見えたに違いない。友達の思いやりへの反感は正に「栄養と安静」を貪る自分の肉体的現実への反撃である。ここから、肉体的現実と現実を超越する精神的探求との相克から齎された憂鬱を打開するために当てた確実な一鶴嘴を目撃する であ 。一方普通では
「鼻を 、
かむやうにして」痰を拭きとることなどを見ないようにす のは健全な日常的嗜みであるが、主人公がそん 少女の極まり悪い様子をしげしげ見るだけでなく
「灰を落としたストーヴのやうに、そんなとき 、
彼女の顔には一時鮮やかな血がのぼつた」と不思議がる。また一人の男が吐いた痰を「貧しい下駄」にすりつぶされるこ を「誰もそれを見た人はなささうだつた」と不思議 。これは精神的探求に一元化した主人公の流露した態度 違いない。こ ような 情 雰囲気を破ったり、健全な日常的嗜みを無視したりする行為は、正に長年の姑息な感情の積み重ねで塞がっていて、汚れて る肉体を破壊して、精神
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的な生へと一元化する決意の現われなのである。
三
昭和二年中頃から昭和三年末まで
「檸檬」が成立してからの梶井の文学生涯は、大きく見れば二つの
停滞期があったと言えるだろう。初めは「冬 日」の中絶からの半年あまりであり、二番目は昭和三年七月から昭和五年四月まで 二年弱の間である。初めのは時間が一年満たないが、彼の体の調子がそれ以
（１０）
降のいつよ もよく 時間的にも余裕のある時期であるだけに、半年以上の空白の意味は決して小さいものではない
「冬の日」における 。
「肺病」描写の分析から分るように、この作品の創作を通して、作者が肉体を破壊して、精神的な生へと一元化す 決意を見せていた。その直後に来る中期 創作は全体的には肉体破壊 文学と言っていいである。
（１１）
肉体を破壊して精神的な生へと一元化することは、主に理性に頼っ
て行われていると見えて、中期 品には「肺病」の描写は殆んど見られなかったのである。強いて探し
てみれば、ただ「冬の蠅」に僅か
な痕跡を留めているばかりである。
〈私の滞在はこの冬で二た冬であつた。…帰り度いと思ひながら二た冬もゐてしまつたの ある。何時まで経つても私の「疲労」は私を解放しなかつた。私が都会を想ひ浮べるごとに 」は絶望に満ちた街々を描き出す。…私は日を浴びてゐても…太陽を憎むことばかり考へ ゐ 結局私を生かさないであらう太陽。
しかもうつとりとした生の幻影で私を瞞さうとする太陽。…／かうした感情は日光浴の際の身体の受ける生理的な変化――旺んになつて来る血行や、それに随つて鈍麻してゆく頭脳や――さう云つたものの中に確かに の原因を持つてゐる。鋭い悲哀を和らげ、ほかほかと心を怡します快感は、同時に重つ苦しい不快感であ 。この不快感は日光浴の済んだあとなんとも云へない虚無的な疲れで病人を打ち負かし まふ。おそらくそれへ 嫌悪から私のうした憎悪も胚胎したのかも知れないのである
〉 。
ここでは、肉体を破壊する理由を「うつとりとした生の幻影で私を瞞
」
「
」
、 さうとする
が
結局私を生かさないであらう
太陽の説明を通して
もっと明瞭とした認識の下ではっきり表している。肉体を破壊するから、そのような精神関係を示すだけで十分であるから、主人公の罹った病気名も彼の具体的感覚も示される必要がないし
を付けた
疲 、 「」
「
労
｣も最早単なる身体感覚としての疲労ではない
「日光浴」の時の感 。
覚は一切「生理的な変化」についての原因の分析によって理性的に片付けられているのである。この肉体破壊 時期 梶井の創作が一番理性に頼っていた時期で あるのである。
四
昭和三年七月から昭和六年十二月まで
精神的な生への一元化に伴う肉体の破壊に基づいた創作と探求の結
果
「ある意力のある無常感」
(「ある崖上の感情」
)に到達した
「冬 、。
の日」では肉体の破壊による精神的行き詰まり 打開が試みられたこ
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とを前に論じて来たが、中期ではいわば肉体破壊後の状況を色々確認したような観を呈しているのである。これらの作品に共通していた感情は虚無である。ここの虚無感は簡単に言うと、肉体の破壊に由来しているのである。肉体の破壊による精神的な生への一元化は、肉体の切捨てでしかなかった 精神的要求に通じていない肉体的営みはただの無常であるから。が
「ある意力のある無常感」によって、再び肉 、
体を取り入れた新 い一元化を形成する可能性が出来た。従って、後期の作品には再び主人公の感覚に基いた表現が見られるようになったのである
「交尾」
(『作品』第九号
昭和六年一月
)にある「肺病」 。
に関する感覚的表現を見よう。
〈…夜中になつて来ると病気の私の身体は火照り出し、そして眼が冴える
〈どの家も寝静まつてゐる。時どき力のない咳の音が洩 。 〉
れて来る。昼間の知識から、私はそれが露路に住む魚屋の咳であることを聞きわける。この男はもう商売も辛いらしい。二階に間借りをしてゐる男が、一度医者に見て貰へといふ にどうしても聴かない。この咳はそんな咳ぢやないと云つて隠さうとする。…肺病は陰忍な戦である。 ／
魚屋が咳いてゐる。可哀想だなあ
と思ふ。ついでに、私の咳がやはりこんな風に聞こえる だらうかと、私の分として聴い 見
〉 。
まず「身体は火照り出し
「眼が冴える
「寝静まつてゐる
「咳の 」 、
」 、
」 、
音が洩れて来る」など直接的な感覚的表現が目立つ。それから「昼間の知識から…肺病 陰忍な戦である」は個人の直接的な感覚を超える
肺病
に関する世間一般の状況が見られる
それから魚屋の咳を
私 「
」
。
「
」
。 の分として聴いて見る
という自己と他者の共通点を探ることである
こうして、自分自身の病気の感覚から出発し、他人にそして世間一般に繋がっていく一つの構図が
「肺病」に関する表現を通して表され 、
たのである。即ち肉体を切り捨てた精神的な生への一元化ではなく、肉体から精神的な生へと一元化する新 な可能性が示されたのである。
「のんきな患者」
(『中央公論』第四十七巻第一号
昭和七年一月
)
では
「肺病」の患者「吉田」の経験を通
して、肉体的感覚から精神 、
的な生へと一元化する三つの段階――自己の内的バランス、他者と付き合い、世間への繋がり――及び各段階に鍵となる問題を明らかにした。作品は精神的な生への新たな一元化における諸問題を明らかにするために、三人称――主人公 意識とははっきり異なる語り手――への徹底した拘りによって浮き彫り した《のんき性》を手掛かりと
（１２）
していた。作品は三つの段階に応じて三つの部分に分けられ
第一部分では、主人公が自分の内的バランスが保たれていない――
「不安」を感じている――ことを表現の中心としている。まず語り手によって「吉田」の病状の深刻さを客観 に示 ことによっ 彼の肉体的現実を明らかにする。
〈吉田は肺が悪い。寒になつて少し寒い日が来たと思つたら、すぐその翌日から高い熱を出してひどい咳になつてしまつた。…四五日経つともうすつかり痩せて まつた。 もあまり ない。…まり咳をしなくなつたといふのは、身体が衰弱してはじめてきのやうな元気がなくなつてしまつたから 、それが証拠には今度はだんだん呼吸困難の度を増して浅薄な呼吸を数多くしなけれ
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ばならなくなつて来た
〉 。
それから彼が自分の病状を軽く見て
「人並の流行性感冒」と思った 、
り、医者を頼まず「むだに辛抱をしたり」することで、症状を更に悪化させて
「不安」が現れることが示される。こうして彼の「不安」 、
は彼自身の予期が肉体的現実に反することから来ていることが分る。
「
」
「
」
、 「
」 続いて
吉田
が自分の
不安
の原因を探ることを通して
不安
と肉体から精神的な生へと一元化する営みとの関係を明らかにしたのである。
〈…その原因を臆測するにもまたその正否を判断するにも結局当の自分の不安の感じに由る外はないのだとすると、結局それは何をやつているのか訳のわからないことになるのは当然のことなのだが、しかしそんな状態にゐる吉田 はそん 諦めがつくはずはなく、いくらでも れは苦痛 増して行くことになるのだ た〉
「不安」は、その原因が分らないからだというよりも、その原因の探求に「諦めがつくはずはな」いために問題となるのである。主人公が
、
「
」
、
「
」 自分の病気に対して
その
原因を憶測
したり
その
正否を判断
したりするようなことは、要するに自分の肉体的状況に一致す 精神のあり方を探る行為である。だが、その一致が達成していないにもかかわらず、無方向に彷徨した末に陥った憂鬱を、梶井前期の作品は示
。 「
」
「
」 していた
のんきな患者
において主人公が
諦めがつくはずはな
いのは、そ ような一致を当 と感じているがゆえに、苛立ち
「不 、
安」になっているからであ
「吉田」の「不安」の実質は、彼の内 。
にある病気を軽く見る意識と、症状から重く思われる肉体的現実は方向が反対するから、肉体から精神へと一元化する方向が失われていたことにある。
主人公の肉体的現実に対する予期の挫折によって、肉体から精神的
な生への一元化が阻まれることで
「不安」が齎されたことを見てき 、
たが、次の「第二 吉田を苦しめる」こと――「不安には手段があると思ふこと」――は精神的な生のもう一つの側面を浮き彫りにしたのである。彼の考えた「手段」――「人に医者へ行つて貰ふことと誰かに寝ずの番についてゐて貰ふこと」――からも分 ように 彼は他者との繋がりを求めることで
「不安」に対処しようとするのである。 、
〈…何故不安が不安になつて来るかといふと、これからだんだん人が寝てしまつて…ただ自分ひとりが荒涼とした夜の時間のなかへ取り残されるといふことや、そして若しそ 時間の真中でこえたいの知れない不安の内容が実現するようなことがあれば最早自分はどうすることも出来ないではないか いふやうなこ を考へるからで――〉
「
」
。 彼が真に怖がっているのは一人に
取り残される
ことだからである
第二の部分では、荒物屋 娘の死を中心に、主に他者と付き合う時
の主体の関心と志向を問題としていた。そ 娘の死に対す 「吉田」と彼の弟及び母親の違った態度を手掛かりに、三人の関心と志向の違いによって違った態度を示し 様相 明ら にした。弟は「吉田
｣も
娘と同じ病気に罹っているから、彼の前で娘の死の話をしなかっ 。一方母親は、荒物屋の娘がなくな のは、彼女の世話をしている母
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親が亡くなったからだと思っているらしく、自分の存在感を示すために敢て「吉田」の前で娘の死の話をしたのである。問題は「吉田
｣が
弟の態度に疑問を抱きながら母親の態度に憤慨を感じているところにある。
実は「吉田」と弟と母親の三人の間に、それぞれ相手の態度を微妙
。
、
「
」 に誤解しているところがあるようである
母親は
娘の母親が
最近
死んだばかりだから
その後すぐ娘が亡くなったところから見て
肺 、
、 「
」
、 「
」 病
に罹った子供にとって如何に母親が重要であるかを
びつくり
しながら確認していたに違いない。一方「吉田
｣は、弟の態度を自分
の病状が特に悪化していた 、自分の前で娘の死の話をしなかっと受け取っていたら い。これは、彼は娘の死を聞いてから「そんなものを飲みな らだ ん死期に近づい ゆく娘のことを想像すると堪らない憂鬱な気持」 なって
「矢張り吃驚しました」と言ったこ 、
とから 窺える。従 彼は、母親が「それやお前がびつくりすると思ふてさ」と う を聞い
「それぢやあんたは？」と聞きかへし 、
たくなる」のである。ところ
「びつくり」と「吃驚」の表記の区 、
別からも、その意味 違いは暗示されていると思わ る。
「吉田」の母親は「やはり母親は母親だ」と言っていたし、そして
「あの娘はやつぱりあ お婆さんが生き ゐ やらんこと …」まで言って、その意味はこ 上 く明らかである も拘らず、彼がやはり誤解したのは
「吉田」と母親の関心と志向が違っていたからにほ 、
かならない。他者と付き合う時、主体 関心と志向の違いこそ鍵となっていることが示された であ 。
第三部分では
「肺病」の世俗療法に関するエピソードの回想を通 、
して、精神的 生への一元化の最後の段階――世間への繋がり――を
巡る諸問題に取組んでいたと思われる
「吉田」にとって、世間への 。
繋がりを阻む原因は
「肺病」で死んだ百人に九十何人は「殆んど薬 、
らしい薬ものまず
「行き届いた手当を受けてゐる人間」は「一人に 」 、
はまだ足りない」という統計を
「自分が明るい病室にゐ」るという 、
ことに結び付けて考えるというとこ
ろにある。即ち、自分が「明るい
病室」で手当を受けているから、非
常に低い死亡率の方――「百人に
一人もない位
――に属すると考えたのである
こうして
世間が
吉 」
。
、
「
田が肺 患者だといふことを見破つて近付いて来 」という彼の現実
、
、 と
自分の関心と志向に基づいた彼の自己評価がかけ離れているから
精神的な生への一元化 阻まれたのであ 。
この作品では
「吉田」の病状と彼の自己予期の違い、母親と彼の 、
思惑の違い、世間 般の認識と彼の認識 差を通して 三つのレベルにおける彼の精神的な生への一元化の営み 、彼の関心と志向の表れとしての《 んき性》のために阻まれた様相を示した。と同時に、その《のんき性》を破って、一元化を成就させるきっかけとなる重要な要素も提供されていると思われる
《のんき性》の実質は主に単一の 。
論理へ 依存にあるから、これを破る要素は主 して、その単一の論理を解消する二つの面から来て る。 つは他 の関心への注目る。例えば、荒物屋のお婆さんに対する態度を「軽蔑的」ではなく飾り気のない「町 生活 真実」であると語っていると ろや
「吉 、
田」と母親の言う「吃驚」と「びつくり」の違い どである。もう一つは自分の感覚への忠実である。例えば、弟の脳味噌の黒焼を身近に持つ女の気持に「何かしら堪へ難いもの」を感じてい ことや
「自 、
分の思 てゐるより遙に一生懸命な世 中といふも 」を感じていることなどである。実際の様相は知らなくて 、梶井にも《のんき性》
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、
。 を破る計画があることは
このような分析の反証になるかもしれない
（１３）
終わりに
その文学が肺結核とともに始まり、肺結核によって幕を閉じた梶井
基次郎は、その人生の不幸もその文学の栄光も肺結核によって齎されたのである。本稿は、主に梶井の創作における「肺病」に関する描写を手掛かりに、肺結核が彼 文学に与えた影響を論じた。論証の重点は
「肺病」によって齎された肉体の変化が彼の精神に与えた影響は 、
文学創作の理念にどのように及び、そして作品における表現がそれよって如何に変化したかを 肉体と精神の相互関係――肉体から精神的な生への一元化――を中心とする作家の創作理念変化のメカニズムの解明を通して明らかにするところにある。これらの論証を通して、梶井基次郎における精神史の一面と 文学創作における肉体から精神的な生へと繋がる構図の一つの実例を明らか した。
注
大谷晃一『新装版
評伝
梶井基次郎』
(河出書房新社
平成元年四月
)
（１）
注
に同じ。 （２）
（１）
『梶井基次郎全集
第二巻』
(筑摩書房
平成十一年十一月
)「ノート第二
（３）
帖
一七」
注
に同じ。ただ原文の「自我〈の正しい解釈体係
(系
)を〉有してい
（４）
（３）
ないこと」を、整理しているのである。後の梶井全集の引用は、このような整理を経たものである。
大正十五年九月十五日近藤直人宛の書簡などから分る。 （５）注
に同じ。 （６）
（１）
福田真人『結核という文化
病の比較文化史』
(中央公論新社
平成十三
（７）
年十一月
)
習作及び作品の引用は『梶井基次郎全集
第一、二巻』
(筑摩書房
平成
（８）
十一年十一月～十二月
)による
〈〉は、引用者が付けたものである。以下 。
同じ。
拙論「
倫理性〉から〈存在性〉へ――梶井基次郎習作の研究――」
(『千
（９）
〈
研究第
号』
平成十九年九月
)
葉大学
人文社会科学
15
中期の作品に、最後に発表されたのは「桜の樹の下には」
(『詩と詩論』
（
）10昭和三年十二月
)であるが、鈴木貞美の考証によると、この作品は中期の作
品に一番先に創作されたものになっている。ここでは、鈴木説を採用し、昭和三年七月発表の「ある崖上の感情」を中期最後の作品とする。「冬の蠅」の「私は惨酷な調子で自分を鞭打つた。歩け。歩け。歩き殺し
（
）11てしまへ
」は、その肉体破壊の過酷さを象徴する言葉と見ていいわけであ 。
る。
梶井の作品に、他にも三人称の語り手がいくつあるが、この こそ初め
（
）12から終りまで語り手と主人公 違いを一貫する初めて 作品である その一番の目安はここの《のんき性》である。
昭和七年一月三十一日飯島正当ての書簡に
「…こんどはあれの続きのや
（
）
、
13うなものをやはり書き度いです
「のんきな患者」が「のんきな患者」でゐ 、
られなくなるとこまで いて、あの題材を大きく完成したいのですが、それが出来たら僕 つ 仕事といえませう」と書いてい ことからも窺える。
(『梶井基次郎全集
第三巻』筑摩書房
平成十二年一月
)
